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教室主をたかめ楽しく生活できる平和なIIIJにいたしましょう 。(町民慾草より)
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家族そろって町民体育祭

~ひとつない好天に恐まれた 9

月 5目、第22闘の町民体育祭が今

金中グラウンドでl持lかれました。
/ 

市街地内13町内会が参加しての

対抗戦は大和町内会にがい歌があ

カ寄り、 21;): lI(IIIT、 3位:は11百平日田Tてー

したが、どのチームも家族ぐるみ

の出場で応援合戦もにぎやか.

日ごろ運動不足の大人たちも楽

しく参加Lた一 日でした。
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(議会の動さ

部
ム
回
臨
時
町
読
ん
4

は
九
川
山
日
聞
か
れ
、

一
般
会
川
州
正
J
4
l
n

と
附
品
水
道

刷
州
工
事
下
校
内
川
白
セ
ン
タ
ー

新
築
ユ
ド
、
町
辺
御
山
肘
組
改
良
釧

装
工
事
主
と
の
」
白
川
田
約
五
刊
を

事
議

L
、
い
ず
れ
も
附
主
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
浪
合
で
決
ま
っ
た

ι
'
uな

ニ
と
は
次
的
と
お
り
で
す

1.-

円

臨
時
町
議
会

般
会
計
予
算
を
追
加

崎、a則岡田

。

一
般
主
計
補
正
予
草

此
人
必
山
そ
れ
ぞ
れ
三
T
hニ
ト
八

H
川
が
追
加
さ
れ

f
n総
制
は

i
九

位
二
「
じ

1
虻
H
二

T
川
に
主
り
ま
し

た
‘泊

加
の
お
む
主
む
の
は

MT校
給
立

セ
ン
タ
の
佳
品
咋
に
二

T
七
!
二
h

川、

同
設
け
委
託
料
に

h
4
i
H
二

T
円

御
抑
制
道
路
川
地
購
入
刊
に
七

1
二
万

八

T
川
‘
同
物
円
補
町
四
に
三

4
H
一

，
 

「
円
、

制
円
以
肌
円
仁
県
川
一
山
川
」

U
H
H
E

刊
な
ど
に
七

h
ト

U
A
h
i
T

門
主
ど
と
む
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
対

L
歳
入
は
、
町

内
川
四
千
四
!
万
円
、
地
打
交

付
税
千
四
“
コ
一十
二
庁
凶
千

円
が
見
込
ま
れ
民
主
川
施

設
提
汗
似
川
叶
同
附
れ
川
刊
金

二
干
三万
円
六
4
0
五
万
五
千
円

が
減
制
さ
れ
ま
し
た
。

。
工
事
請
負
契
約
の
締
結

vm品
水
道
相
補
改
良
エ

ド

(工
事
明
日
山

T
七
h
二
l

•• "'濁岨，lOlIIIoImm・..，圃圃凪皿.'1;.削

父
兄
の
期
待
を
揖
め
て

建
設
さ
れ
る
給
食
セ
ン
タ

ー
は
今
金
小
学
校
の
裏
側

ぷ

然

、

遊

撃

技

%

が

一

一

家

山

崎

山

令

袋

持

日

投

B
月
末

道
内
向
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は

九
月
十
一
日
現
在
で
三
百
人
と
な
り
、

つ
い
に
兵
庫
県
を
追
い
越
し
て
全
国
一

と
い
う
最
悪
の
事
態
と
を
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
八
月
末
ま
で
に

二
十

一
日
何
何
人
身
事
故
が
発
生
し
て
お

り
l
人
の
死
者
と
三
十
三
人
的
傷
者
を

出
し
て
い
ま
す
.

八
月
末
町
北
桧
山
警
察
署
管
内
向
吏

通
事
故
統
計
は
下
表
的
と
お
り
で
す
が
、

本
町
で
の
発
生
が
一
段
と
多
く
、
昨
年

同
期
と
比
べ
て
件
数
が
λ
件
、
白
階
者

が
十
七
人
も
哨
え
て
い
ま
す
.

ま
た
、
各
町
合
町
内
事
故
発
生
件
数

制のない /lfJコJ

4参v J Eう

北
部
四
町
で
お
件
発
生

三
十
五
刊
を
市
中
放
車
町
住
所
別
に
わ
け

て
み
ま
す
と
、
今
金
町
在
住
者
が
九
円
、

北
桧
山
町
六
件
、
瀬
棚
町
三
件

大

成

町
四
件
、

函
館
、
札
幌
六
件
、
そ
の
他

道
内
七
円
と
な
り
‘
本
町
で
の
発
生
件

数
町
ヲ
ち
半
数
以
上
が
町
外
枝
住
者
向

事
故
で
あ
る
と
い
え
そ
う

で

す

が

残

念
に
も
本
町
在
住
者
何
事
故
事
が
い
ま

だ
に

一
番
多
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
町

民
的
交
通
安
全
宜
識
の
低
さ
が
原
因
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ヲ
か
.

九
月
‘
十
月
は
本
格
的
は
紅
諜
ン

l

ス
ン
に
入
り
、
家
族

f
る
み
に
よ
る
レ

ジ
ャ
ー
ド
ラ
イ
ブ
も
多
〈
む
り
ま
す
.

今金ライオンズクラブ

万
円
、
浅
野
T
J
V
刷
、
工
期
五

1
一
年

十

一
月
三
十
日
ま
で
}

マ
刊
の

F
怖
民
地
叩

(
F郎
)Lup
(仁

明
日
三

T
H川
附
加
雌
組
‘
工
則

U

l
一
年

1
一
一川
三
l
H
ま
で
)

マ
ザ
校
給
血
セ
ン
タ
ー
建
築
工
市
中

(

工
事
町
間
千
三

h
二
十
九

H
円

附

駁

本
住
設
、
工
期
出
十

一
年

1
二

H
二
十

4
日
ま
で
)

7
7校
給
立
セ
ン
タ
哲
工
事
{
工

事
廿
二
千
八

h
じ

t
h円
、
し
人
刷
工
主

側

工

期

五

1
一
年』
工
一
川
二
十
五
日
)

V
町
道
御
U
W
線
改
良
舗
装
工
事

(工

事
世
二
千
四
百
九
十
万
円
、
共
同
舗
装

叫側
、
工
則

i
十

一
年
十

一
H
三
十
日
)

ニ
町
議
会
で
桝
H
Aさ
札
た

占山

お
む
主
山
は
、
子
校
給
食
セ

焦

ン
タ
的
組
立
場
所
が
ん
t
企

の

小

7
校
校
合
同
県
側
に
也
設

議

さ
札
る
た
め
世
地
の
過
小口

質

に
つ
い
て
晶
議
さ
れ
ま
し
た
。

/
11
¥

こ
れ
に
対
し
教
官
長
か
り

敷
地
は
扶
あ
い
吉
が
排
水
処
則
と
川
町

附
一
!
ド
に
ロ

l
ド
ヒ

l
テ
一
ン
グ
を
す
る

主
ど
ん
全
を
則
す
の
で
品
陀
的
に
は
しえ

附
は
な
い
.

ま
た
給
食
付
草
川

L
Eは
全
町
で

T

間
引
九

4
八
人
だ
が
、
そ
の
キ
数
以
上

が人
F

小
児
市
で
山
め
て
い
る
現
況
か
句
、

輸
送
的
問
凶
な
ど
を
再
え
て
L

A

f
小

枝
骨
に
隣
接
す
る
こ
と
か
川
市
ま
し
い
し

と
川
符
し
ま
し
た

ん
成
怯
町
動
向
に
付
す
る
給
食
内
科
、

給
食
伐
の
れ
判
‘
越
川
内
刷
、
配
曜
川
向

に
つ
い
て
の
抗
議
で
は
、
当
初
か
り

A

幽
し
て
い
る
よ
7
に
迎

4
日
向
っ
ち
三

8
月
分
か
ら

高
額
療
養
費
の
支
給
制
度

三
万
九
千
円
の
自
己
負
担
に

同
民
健
康
保
険
法
が
八

H
一
日
改

正
さ
れ
‘
こ
れ
ま
で
の
州
制
蝶
長
代
町

内
じ
れ
判
制
三
万
円
が
八

H
診
療
分
か

竺
ニ

h
九
下
川
に
な
り
ま
し
た
ω

日
制
山
市
長
刊
の
し
え
給
制
度
は
、
地
扶

主
計
の
う
ち
の
同

一
人
向
山
が
.
同
じ

医
療
機
関
や
曜
日
な
と
町
罫
口
で
、
同

t
H
に
支
払
っ
た
地
時
保
険
に
よ
る
白

( 8月末現<0'>
町別交通事故発生状況

mr r， 尭生件量 死者数 114者数

」じ住山町 6(81 (31 8(]司

今世町 21(]司 1111 33(1日

i制棚町 1 (41 1 (51 

k J.且町 7(4) 

;司"十 3理由 1 (41 

町
民

一
人
ひ
と
り
が

「
下
位
を
起
き

主
い
、
事
放
に
あ
わ
な
い
」
と
い
う
自

覚
を
も
っ
と
同
時
に
、
逆
転
者
ち
密
行

者
も
正
し
い
交
通
ル

l
ル
的
実
践
を
官

制
づ
け

職
場
、
地
域
、
京
肱
ぐ
る
み

で
交
泊
事
故
町
絶
滅
を
則
し
た
い
も
の

で
す
.

い
つ
よ
く
し
て
安
全
運
転
を
お
願
い

+
ノ

し
ま
す

l
と
、
八
月
十
七
日
今
金
ラ
イ

戸

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
町
会
民
二
十
人
が
国
道

F
一

二
七
七
号
線
町
役
場
前
に
立
ち
、
通
リ

4

引

が
か
り
円
ド
ラ
イ
バ
ー
に
定
通
安
全
町

4
.
パ
ン
フ
レ

y
ト
や
乳
般
飲
料
水
を
配
っ

-4
て

4
位
防
止
を
呼
び
か
け

A

去
は
汁

本
町
の
克
通
事
故
は
国
道
を
通
過
す

ぷ
t

る
車
に
多
い
こ
と
か
り
も

「長
距
離
述

リ
4
-
}

転
ニ
〈
ろ
ヲ
さ
ま
f
ス
ピ

ド

は

控
え

ヨJ

目
に
走
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
の
然
心
な

呼
び
か
け
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
も
心

よ
〈
安
全
巡
転
を
摂
っ
て
い
ま
し
た
.

己
目
判
制
(
国
保
町
場
A

口
は
医
婚
時
的

三
割
)
が
三
百
九

F
円
を
こ
え
た
場
合
、

そ
の

こ
え
た
部
分
の
金
制
を
随
収
保
険

て
れ
判
す
る
制
度
で
す
.

T
就
き
は
、
医
州
市
叫
向
日
己

nM刊
制

を
金
制
柑
院
へ
J
A
払
い

「向
制
療
昼
間

支
給
巾
訓
告
し
を
役
場
回
保
師
に
拠
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

局嶋

)はUj;'!'-の 8月末現在

守
っ
て
ほ
し
い

自
転
車
の
乗
せ
方

股
近
、
向
転
車
に

F
ど
も
さ
ん
会
最

せ
て
走
る
お
母
さ
ん
を
見
か
け
ま
す
が

次
の
こ
と
を
必
ず
苛
り
ま
し
ょ
フ
.

マ
自
転
引
に
迎
転
者
以
外
の
お
子
さ
ん

を
最
せ
る
時
は
‘
六
議
未
満
円
子
と

も
に
限
り
ま
す
.

マ
そ
れ
に
は
子
ど
も
を
乗
せ
る
安
全

な
設
備
が
完
備
し
て
い
る
こ
と
.

マ
人
数
は

一
人
し
か
車
せ
ら
れ
ま
せ
ん
.

7
枇
近
流
行
し
て
い
る
買
物
別
三
輪
自

転
単
は
、
荷
物
歩
耐
ん
で
走
る
こ
と

が
目
的

P
人
を
畢
せ
る
設
備
で
は
あ

り
ま
せ
ん
.
絶
対
に
チ
ど
も
を
乗
せ

な
い
よ
う
注
耳
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
事
故
違
反
を
な
〈
そ
う

十
月

一
日
か
ら
狩
猟
が
桝
禁
と
な
り

ま
す
が
、
毎
年
狩
猟
者
自
身
内
負
傷
事

故
が
尭
生
し
て
い
ま
す
.

と
く
に
例
年
は
銃
器
の
不
幣
備
に
よ

る
事
故
が
、
狩
猟
期
間
中
を
は
じ
め
、

狩
猟
則
間
後
が
料
っ
て
か
ら
も
事
刊
ゃ

い
ゆ
般
が
目
立
っ
て

い
ま
す
.
使
い
馴
れ

た
猟
銃
で
も
猟
則
前
に
占
検
し
安
全
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い
.

ま
た
法
令
専
で
詐
き
包
た
正
し
い
狩

蝋
を
行
い
、
時
間
外
的
尭
砲
.
保
温
山

般
的
密
猟
、
保
冶
区
で
の
捕
俗
世
な
ど
、

狩
猟
判
附

ιで
注
置
を
呼
び
か
け
迎
匠

や
引
故
防
止
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
.

( 2 ) 

日
が
米
側
.

二
日
が
パ
ン
給
止
と

L.

全
校
が
子
主
桁
丘
と
な
る
.

帆
相
良
官
町
民
兄
白
刊
は
米
似
を
取
り

入
れ
る
た
め
現
λ

れ
よ
り
約

4
ぃ
日
川
政

伎
町
〈
主
リ
‘

小
学
校
で
二
千
凶
引
円、

中
学
校
で
ニ
T
九
“
円
位
に
主
る
且
込

主
的
で
父
兄
各
位
の
ご
器
解
を
得
た
い

と
思
い
ま
す
ω

配
曜
日
川
闘
と
し
て
は
現

伯
、
配
曜
中
ニ
ムけの
購
入
を
守
昨
化
し

て
い
ま
す
が

人

以

、
昨
邸
出
向
押
制

に
つ
い
て
は
今
佳
辺
記
香
川
会
主
ど
で

1
分
般
討
し
た
い
と
回
芥
し
ま
し
た
.

簡
易
水
道
鼎
制
改
良
工
事
で
は
、
将

米
展
叫
a
に
立
っ
た
改
良
工
事
町
内
容
に

つ
い
て
抗
議
が
あ
り
ま
し
た
@
そ
の
慨

裂

は

現

A
水
期
的
大
半
を
河
川
安
流

水
を
山
川
し
て
い
た
の
を
‘
深
府
地
下

水
に
同
作
え
、
従
米
の
か
泊
地
を
配
水

池
に
転
川
す
る
こ
と
に
よ
り
現
行
貯
水

n
M
三
引
ト
ン
か
ら
千
ト
ン
に
、

一
日
最

大
給
水
能
力
七
白
六
十
ト
ン
か
ら
千
九

h
ト
ノ
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

出
制
根
本
山
口
町
立
払
い
は
、

吋診
療

報
酬

m京
件
明
制
作
」
に
よ
っ
て
行
わ

ま
す
が
こ
の

「診
療
報
酬
前
求
刑
制

出
L

は
医
桜
償
附
か
」
っ
こ
れ
を
審
査
す

る
支
払
基
金
と
い
う
機
関
を
通
じ
て
役

場
へ
造
ら
れ
て
く
る
た
め
実
際
的
支
払

い
は
、
椋
聾
を
ま
け
た
月
町
二
三
か

H
怯
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
主
り
ま
す
の

で
、
日
制
山
市
長
曲
目
的
支
給
事
由
に
政
当

す
る
月
は
、
主
る
べ
く
H
寸
〈
巾
的
的
手

続
き
を
行
い
受
給

L
れ
の
な
い
よ

ヲ

に
し
ま
し
ょ
う
。

心配ごと相談は

人権擁護委員へ

勝昭 (八幡町) T(i:泊012

徹昭 (南町)T(i:河口26

照子 (本 町)T(i:泊360

岡

村

井

狭

中

石

列車妨害事故防止に協力を/

最近、子供のいたずらによる列車妨害が目だちます

b線路や踏切り近くで遊ばせない、歩かないo

bレールの上に石や物を置かない。

b列車に石などを投げない。

( 3 ) 



-固・・・・

-
千
人
お
ど
り

今
金
婦
人
会
、
政
協
婦
人

部
が
中
心
に
踊
リ
歩
い
た
千
人
パ
レ
ー
ド
は

干
と
も
た
ち
も
参
加
し
て
大
行
列
。
そ
ろ
い

の
浴
衣
で
今
金
品
口
頭
を
踊
る
A
レ
l
ド
に
沿

道
か
ら
腕
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

司房審帯事帯帯帯帯事帯事事

支
の
名
物
行
事
に
発
展
し
た

η

産
業
ま
つ
り
w

は
六
回
目
を
迎
え

し
も
八
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
多
彩
な
催
し
で
に
さ
わ
い
ま
し
た
。

初
日
の
午
後
一
時
に
駅
前
広
場
か
ら
今
小
児
童

向

パ

ト

ン

ガ

ル

技

笛

隊
を
先
頭
に
似
装
カ
が
市
街
地
を
パ
レ

l
卜
し
て
幕
開
け
。

昭
和
通
り
旭
通
リ
の
歩
行
者
天
国
は
ば
か
値
市
町
庖
聞
き
で
民
い
物
を
楽

し
む
主
婦
や
滞
在
大
会
で
の
び
の
び
と
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
中
学
校
選
抜
野

球
大
会
に
は
自
衛
隊
の
音
楽
隊
が
花
を
添
え
て
市
街
地
を
行
進
。

ま
た
、
駅
前
特
設
舞
台
で
は
瀬
棚
町
の
三
杉
太
鼓
と
狩
場
太
鼓
の
競
械
、

民
謡
大
会
、
タ
バ
コ
版
い
あ
て
、
青
少
年
会
館
近
く
で
は
軸
馬
競
技
、
役
場

出
場
で
は
霊
犬
展
覧
会
モ
デ
ル
撮
影
会
‘
さ
ら
に
、
ま
つ
り
の
最
後
を
飾

る
干
人
納
り
と
仮
装
カ
に
は
隣
町
か
ら
も
ど
っ
と
人
波
が
押
し
寄
せ
町
中

が
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後

L

h

総
参
加
で
松
山
町
名
物
行
事
に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

.，
 

金金盛盛金金金金金金金金

一『司~

を呼んだ仮装カ

ぎわい

J 議織 i藤議議室欝32IEj

多彩な催しで大に

毎
年
趣
向
を
こ
ら
し
た
大
作
で
人

気

を

呼

ぶ

仮

装

ガ

は

商

工

会

的

「
金
色
唐
獅
子
」
、
役
場
内

「
大
空

随
屯
」
が
一
段
と
人
目
を
引
い
た
。

V中学校選抜野球大会 近隣町内代表8チームが参加、前年

優勝の今中は静狩中に惜敗。決勝は八雲中が静j(fを破り優勝

と

Vばん馬践技 道南各地から*，，50頭が事1111、人馬 体Eなっ

ての力〈 勺べは干ー人近い見物存から盛んな戸銀が飛ぴ大軌在

テレビの人気者 r大空魔竜Jが出現/

一、

企また 今金名物男 Lゃくいも試食会ではホカホカに湯で上

ったイモをほヲばる人たちゃ新鮮なトウキピに人気カ、集中。

( 4 ) 

企き暴行者王国 車を締め出Lてのw通りはピックリ市で堀り

出 L物を ï~ フ主婦や金魚つりを楽しむ子ど もたちでいっぱい。
企野外演芸会 駅前特設舞古で太鼓合戦、民謡大金、自衛隊

函館駐とん地音楽隊の凶審会が'k々とrリ広げられました。

企量犬展覧会 全犬横 I田頭あま りが全道各地か句参加して

競い合ヲ審査風景は大にぎわい。愛犬家には楽しい一目。

(5 ) 



警警
1ffg，宅

況認
識
議官五
宗務
持て
統竿1:

ス

フ、、

『
火
災
は
人
民
、
防
ぐ
は
あ
な
た
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
月
十
五
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
、

品帆
内
全
道
火
災
子
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
.

こ
と
し
は
、
昨
年
に
比
べ
出
火
件
数

が
多
く
、
す
で
に
建
物
火
災
が
凹
刊
も

発
生
し
て
い
ま
す
.
こ
れ
か
ら
暖
房
総

圭
取
り
つ
け
る
草
節
と
な
り
、
年
間
で

最
も
出
火
事
的
問
い
時
期
を
迎
え
ま
す
.

火
災
の
お
も
な
原
因
は
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
取
扱
い
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
最
も
多
〈
、
止
に
タ
パ
コ
、
火
あ
そ

び
的
順
で
、
い
ず
れ
も
人
民
で
す
a

あ
な
た
の
生
命
財
産
を
火
災
か
ら

戦没者の遺族は申諮を /

特別弔慰金が支給されます

耕
輔
三
十
周
年
に
あ

た
り
、
戦
没
者
向
遺
族

に
対

L
.
特
別
弔
慰
金

(
二
十
万
円
で
十
年
償

還
の
図
的
川
)
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
を
知
ら
な
い
た
め

中
間
せ
ず
、
時
効
と
な

ら
な
い
よ
う
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

役
場
福
祉
課
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

こ
の
特
別
弔
慰
金
を

受
け
ら
れ
る
方
は
、
公

一「

な

ど

点

検

を

グ〉

守
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は

ぜ
ひ
広
の
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ト
プ
や
煙
突
を
取
付
け
る
と
き

は
‘
故
障
し
て
い
る
と
ニ
ろ
‘
破
加

し
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
を
あ
ら
か
じ

め
確
臨
し
、
欠
釧
の
あ
る
も
の
は
完

全
な
も
の
と
交
換
す
る
.

マ
石
油
ス
ト
プ
的
分
解
掃
除
は
、
熟

練
者
に
頼
む
.

マ
ス
ト
ー
ブ
は
、
壁
、
天
井
や
周
囲
内

可
燃
物
か
ら
六
十
可
以
上
離
し
て
担

え
付
け
、
不
棉
材
料
で
造
っ
た
古
上

に
置
〈
。
ま
た
僅
突
は
壁
や
天
井

な
ど
か
ら
三
十
勺
以
上
離
す
.

務
に
よ
る
戦
没
者
向
遺
族
で
‘
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
に
遺
族
年
金
、
公
務
扶

助
料
な
ど
を
畳
け
ら
れ
る
方
が
い
な
い

場
合
で
具
体
的
に
は
次
的
と
お
り
で
す
.

@
こ
れ
ま
で
三
万
円
の
特
別
弔
慰
金
を

丑
け
た
者
も
重
複
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
.

@
こ
れ
ま
で
円
特
別
弔
慰
金
多
時
効
で

丑
け
ら
れ
な
か

っ
た
者
@
公
務
で
死
亡

し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺
脹
緩
直
法
で
支

給
さ
れ
る
弔
慰
金

二

時
金
)
を
時
劫

で
畳
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
。
遺
族
年
金

を
畳
け
て
い
た
遺
族
が
昭
和
四
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
聞
に
死
亡
し
た
場
合
@

J

今
金
町
開
拓
発
祥
の
地

今
金
町
刷
桁
尭
H
H
同
地
で
あ
る

イ
マ
ヌ
エ
ル
で

「虫
村
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
し
の
不
凶
同
開
拓
制
神
を
た

た
え
そ
の
嵯
史
を
桂
町
世
ま
で

と
ど
め
よ
す
と
部
落
に
残
る

f
孫
た
ち
が
三
年
が
か
り
で
立
械

な
附
拓
記
念
碑
を
挫
丘
、
八
月
ニ

サ
二
日
盛
大
立
除
昨
式
が
行
わ
れ

場。ーしト~
.

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
の
丘
記
念
碑
完
成

いたちを知る

イ
マ
ヌ
エ
ル
部
中
市
は
本
辺
町

巴
キ
リ
ス
ト
教
附
拓
移
民
同
先
駆
を

ua可

な
し
た
地
で
、
現
泊
du
日
本
型
公
会

今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
が
存
立
し
、

先
人
的
問
妬
精
神
を
継
承
し
主
が

り

郷
土
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
年
北
梅
道
教
区
立
教

白
年
こ
の
地
開
拓
さ
れ
て
八
十
年

間
歩
み
を
記
念
し
て
尭
祥
の
岬
を
建

立
し
た

L
の
で
す
.

建
立
に
あ
た

っ
て
は

M
古
で
あ

る
十

一
戸
町
良
事
何
人
た
ち
が
農
作

業
的
合
い
問
を
み
つ
け
な
が
均
敷
地

喝

の
骨
力
事

H
や
碑
同
大
石
を
比

三

つ

け
て
く
る
な
と
部
部
総
出
で

'

m

-

完
成
さ
せ
ま
し
た
.

司
、
r
・

h

晴
れ
の
除
幕
式
に
は
、
地
元

-V
足
一

円
農
家
教
会
開
師
者
、
来
賓

-

a

、
五
十
人
が
出
席
、
ヨ
ハ
ネ
渡
辺

ご

政
直
神
学
博
士
の
司
会
で
お
こ

一

そ
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
者

町
一
人
で
あ
る
天
沼
圧
さ
ん
(

J

同
歳
}
は
司
わ
た
し
た
ち
の
手

ι
で
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
が
出

来
て
、
こ
ん
主
に
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
.
先
人
的
労
苦
に
感

'--、ー‘司-~.，~~

オもヌ

たヱ日 :
開 Jレ本
拓粧聖 i

妃会公
念白書 t

碑前 今 t

のに金
除建イ
幕てン
式ら マ

トー

¥

I

H

 

7
移
動
式
ス
ト
プ
は
、
火
が
つ
い
た

ま
ま
持
ち
巡
ぴ
し
な
い
。
ま
た

給

油
す
る
と
き
は
一
且
火
を
消
す
.

マ
消
火
器
を
備
え
、
使
い
方
は
家
族
全

日
が
お
ぼ
え
て
お
こ

っ。

V
家
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
淵

し
て
。
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
宜
を
.

昭
和
卜
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
相
十
六

年
十
二
月
ヒ
日
ま
で
の
聞
に
死
亡
し
た

時
没
者
向
遺
族
。
昭
和
四
ト
七
年
四
月

二
日
か
ら
明
和
五
十
年
四
月

一
日
ま
で

の
聞
に
市
慰
金
だ
け
を
畳
け
た
者

マ
泣
桜
と
は
‘

版
刷
と
し
て
戦
没
布
が

亡
く
な
ら
れ
た
当
時
的
戦
没
者
向
兄
弟

姉
妹
ま
で
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
.

申
請
の
時
効
は
昭
和
瓦
十
三
年
三
月

三
十
一
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

看
護
学
生
を
募
集

道
立
江
韮
准

E
週
学
院
で
は
、
米
非

加
し
、
こ
の
記
念
碑
を
こ
れ
か
ら
の

部
品
づ
〈
り
、
町
つ
〈
り
の
ン
ン
ポ

ル
と
し
て
保
存
し
て
い
き
た
い

』
と

目
多
う
る
ま
せ
て
い
ま
し
子
、

完
成
し
た
記
念
碑
は
4

口
座
と
も
高

幸
三

U
.
岬
町
表
に
は

「
今
金
町
開

拓
尭
祥
JL
地
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
向
丘
し

と
刻
ま
れ
裏
而
に
は
開
拓
の
歴
史

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
a

今
金
町
の
お
い
た
ち
は
究
氷
十

一

年
(
一
六
三
五
年
)
頃
、
利
別
川
上

流
で
砂
金
保
出
し
た
の
が
本
町
内
部

制
と
な
っ
て

い
ま
す
が
本
格
的
に

牒
業
開
発
的
特
住
民
が
人
摘
し
た
の

は
イ
マ
ヌ
エ
ル
が
枇
初
で
明
治
二
十

四
年

(一

八
九
一
年
}
で
す
・

当
時
京
都
町
同
志
社
神
学
部
向
学

生
だ
っ
た
志
方
之
普
、
丸
山
伝
太
郎

が
利
別
原
肘
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
同
一

一

大
新
天
地
を
建
設
し
よ
ヲ
と
、
犬
養
一

績
が
貸
付
を
受
け
て
い
た
目
名
川
以
日

東
町
チ
ブ
タ
ウ
ン
ナ
イ
一
帯
内
開
墾
一

委
託
を
契
約
。
志
方
向
姉
お
し
め
と

‘

丸
山
正
高
、
要
次
郎
記
子
ら
数
名
が

人
跡
未
聞
、
原
始
林
に
制
わ
札
た
利

別
即
野
町
一
角
目
名
に
移
住
し
て

定
都
。
そ
の
地
を
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
{

新
約
型
容
か
ら
と
っ
た
眠
名
で

J
押

我
と
共
に
あ
り
ゅ
}
と
名
づ
け
‘
闘

い
日
仰
と
不
問
的
闘
志
を
限
り
主
が

ら
苦
難
な
開
拓
の
お
の
を
娠
っ
た
の

が
始
ま
り
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
.

台風などの災害に備えよう/

こ
と
し
も
ま
た
、
大
聞
や

台
風
向
ン

l
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
固
よ
く
「
災
害
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
「
自
分

の
と
こ
ろ
は
だ
い
じ
よ
う
よ
」

と
軽
い
気
持
ち
ゃ
油
断
を
せ

ず
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に

対
す
る
心
構
え
と
単
怖
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、

町
で
は
災
苫
対

策
本
部
を
設
置
し
て
逃
雌

円
減
搾
危
険
地
域
内
防
備

な
ど
の
防
災
活
動
に
当
た
り

ま
す
.
ま
た
、
非
叩
災
害
時
的
避
難
施

設
と
し
て
下
表
的
と
お
り
指
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
身
近
な
避
難

施
設
を
υ
比
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
校
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
女
子
で
、

石
護
の
追
を
止
す
汀
を
事
叫
し
て
い
ま

す
.
修
学
年
限
二
年
で
、
知
事
試
験
に

A
回
附
す
れ
ば
市
治
護
婦
と
し
て
医
療
機

聞
に
動
的
る
こ
と
が
で
き
ま
す
・
ま
た
.

ぃ

本
人
的
話
叩
一に
よ
り
平
主
世
間
専
石
高

学
院
な
ど
の
上
級
ザ
校
に
進
む
辺
も
あ

り
ま
す
.
修
~f
則
問
中
は
、
全
山
町
制
で

近
代
的
な
設
備
が
完
備
し
て
お
り
修

学
資
金
町
貸
与
制
度
も
あ
り
、
授
業
料

品
不
安
で
す
.

願
書
締
切
は
十
一
月
三
十
日
、
募
集

要
領
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
者
護
学
院

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

地設名 値用地地名 施設名 佐用地域名 地設名 使用地域名

;!<利河小中学校 実利河 大和町帥町、八時 神丘高台、中台中央

花石小中学校 lE 石、向山
今金 中学校

トマンケシ、中トマンケシ 神丘小学校 神丘西部.共相、新興

中里小中学校 中里、奥 沢 下ト 7 ンケシ、輿蹄岡 時岡部 '. 2 下台

住 吉 小 学 校 住吉
町民センタ

昭和町本町 白石.八束E生、初回

極 川 小 学 校 睡川 組町栄町 八*小中年一校 八東宝図、栄、宮内下

肱川中学校 稲砲、企又、先行
総合体育館

同葉町南栄町 八束南臣、 中央

今、金小学校
曙町、目的出町東町 末広町南町 金/l(小中学校 上金原金原中央、企原白日1"

八幡町、御影県多I 田代、上田代、盟畳 令量生活改善センタ 金庫昭和、旭上蹄企

日進小学校 日 進 、 血 行
背少年金館

南田代、南盟畳 盟凶小学校 蹄金、盟国、春日持

( 6 l 

所場難避の時ヲL、とf ざ〈

停らは 内"右手 上世 に 二(一 千四 二 三に e そに単 月町五者 lマ 付五
止ず まま年円六佑 在 引万月千円百万 加 万改三の見報報(上十 i別 基{車内十時

こたで金以十期酷き四百1と { 円八給向的九I1'合酬酬三限円 11日 本 険容 一 生

号業 2-;;SZ量pt存古主雪品 E12552E i E品主 25EZ5Zfz 
年で十大酬人未 満 宜 ら(ドl寸六あ百額き酬範 フ最部年百きに 額 開リ円陣

ま金報五さ H に満た 給 札月 ) が干る円 上月間ーに近分)六上つ白係まか険
し 制i酬成れ相主的 L 伽lま額で九問的 ( 配げ制的七読のはに十げき乏 しら法
た円円以まの給荘て 限 し二あ，-- を FJ 問ら何十倍み町、延月、千百ri '';'つが
が 二向上 L 範 幸職い が た干る六に七百i-.Yt. iL下 :Jiか替企平長か被円昔1¥ ーぎー

O 低のた聞札者 る 縁 。 円 の 百、 7， ニ にま隙段らえ水均さら保か分 内部
今%に校 。がてでプミ 和 )を 円第 二 千はすを階六、 ijll概れ四険らが よ改
回がか職 十 い七イ 。 ま百者千慎 つ
は主か若 ーた万歳畳 しニ出l六 1.1ミ にき

報給わ己 万間 二 以 給 厚生年金が大幅にアップ ベ十!日l百険 給札

円万金 十 様 酬 二 円続五 老齢年金 月額 9万円に にを喧にト遣叫矧酬

年三月 二機が十こ九 植十 一一一一一一対畳再引九些量 が月
岳百組問的十八円十保八 しけ婦き万 T低 五割
安九六とな三年改ー険をの場 マをも十人は千二たまってる 加上 プマ金 保 給が
実十千な年万 正に者千九合保保、た哉い 一 円人はすぎ、人 算 げ弓と障さ+
現 二 円 り 金 六 Piに そ は 分 十 険険そな以る ② 以 ー ・ の この制ら円も額れ ー
す円を、富I千評よれ千円一千科料札い上と 二 十上 ①額れう 度 れ(図 的 る万
るで加こは囚価 つ ぞ分七に骨車牢ぞ場でき級 λ ぃ 二 十を まち の ま月民引よ円

:ぷ五 E会E2て222-zq思品全 2Azまt君主 EZ十Zh空2it:年
にわぱ 事 四 と 平 IJ日的十に子十 u月 と 三 r.!{- 満 き 障 未 L 遣の ・万と げ な町
な曲、町千い均入ら六、は六般 L 額き千ののはぜ一満て族あ泣 三向 。)人

;ZS器言 IE間?手 E11草 手手芋 gZZ22手喜 2主壁 首相官 t包
千万九年九円報ヵe k分 継 の 骨 向 。問 を六ーた五がましに紺金 )三、九金
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郷土誌も発刊金原部落

金
原
部
落
の

附
法
八
十
周
年

記
念
式
と
敬
老

会
が
八
月
二
十

凶
目
、
金
原
小

中
学
校
で
行
わ

札
、
部
落
を
挙

げ
て
先
人
的
仰

業
を
た
た
え
て

新
た
な
発
展
を

普
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

金
似
部
活
は

明
治
二
十
九
年

(
一
八
九
六
年
)
、

全
原
明
哲
翁
等

鈴
木
幾
太
郎
翁

が
固
か
ら
北
金
原
(
鈴
岡
地
区
)
円

貸
付
け
を
受
け
、
翌
三
十
年
に
三
盟
、

愛
知
岡
山
か
ら
梓
住
民
四
十
八
戸
が

南
金
原
(
金
原
)
地
区
に
開
拓
町
ク

ワ
を
撮
っ
て
定
着
し
た
の
が
拍
ま
り

で
す
。
当
時
は
畳
な
お
附
い
原
始

林
と
泥
i
M
地
で
股
耕
に
過
し
て
お
ら

ず
、
干
は
つ
や
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
開
拓
先
人
的
引
苦
は
血
の
に

じ
む
よ
う
主
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
明
治
ニ
イ
九
年
頃
に
は

こ
フ
し
た
附
拓
苦
闘
の
道
は
功
を
な

し
開
拓
地
三
千
五
百
へ

ク
タ

ル

、

特
民
二
百

八

十

戸

カ

南

北

西

町

三
部
部
を
形
成
、
特
住
大
内
臨
場
経
出

町
並
映
と
な
り
、
大
正
三
年
に
は
金

原
農
場
で
バ
タ
ー
の
別
泣
が
開
始
さ

れ
る
な
と
酷
民
経
J
M
刊
の
先
制
時

的
役
川
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

以
来
、
用
水
路
町
艶
備
や
ゴ

地
改
良
な
と
に
よ
り
泣
旧
も

附
訓
に
進
件
、
現
荘
で
は
戸

数
百
六
戸
、
水
田
四
一白
一一一十

畑
百
余
が
広
が
る
町
内
有
数

の
殺
合
地
帯
に
発
展
し
ま
し

-。
丈

記
念
事
業
で
は
、
こ
れ
ら

向
先
人
の
輝
か
し
い
悼
業
を

た
た
え
部
落
八
十
年
の
あ
ゆ

ιを
後
の
世
に
叫
そ
う
と
、

部
落
総
ぐ
る
み
町
協
力
で
叫

部
落
を
事
げ

τ開
基
八

十
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

鱒お返し無用のし袋のご利用を

町民一人ひとりが自分的生活を

見直し、むfごを哲いて r生活の合

理化J をはかろうと今金町生活改

普運動推進協機会では、冠婚葬軒

町合理化運動に続いて検証主礼をIi!

しまごころだけを納る巡動向を盛

1)上げることになりました。

これは、お祝、見揮、骨典を潤

ってもお返しの心配をかけないよ

ヲに、的L袋町瑛聞に「お返し町

心づかいはいリませんJ といっ鯨

勾を印刷してある b田で‘おEい

に厳礼磁止を呼びかけるものてーす引

こ町、町し袋は桧山地区新生活

迷動推進協議会で一括印刷したの

で価絡も20枚で l00f'lと市販のも

のより割安になっています。近日

中に各部部町内会、総入金で購入

希製告とりまとめますので.ぜひ

みなさんのご利熔をお願いLますa

また、こののし袋をお受けとり

になった方は必退Lをやめて、お

札の諜慾による返礼をぜひ実行す

るようご協力ください.この業識

も当協議会{取扱者町民センター

の山間管理人}に印郡Lたもめが

ありますのでご利用〈だき¥，. 
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生活改善だより土
芯
を
発
刊
す
る
主
ど
新
た
な
叫
ー

づ
く
り
の
官
欲
を
惜
し
て
い
ま
す
。

記
念
式
に
は
、
来
百
や
部
落
の
人
た

ち
約
三
百
人
が
出
席
。
鈴
木
ユ
ウ
さ
ん

め
十
五
人
的
功
明
者
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
.
祝
賀
会
で
は
、
古
在
を
中

心
に
昔
話
し
に
花
を
映
か
せ
な
が
ら
八

十
年
の
版

H
を
祝
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ロ
感
謝
し
ま
す
固

。
量
情
銀
行

(
臥
託
払
出
し
)

マ
今
金
ひ
ま
わ
り
会
(
代
表
渡
辺
チ
ヨ

子
さ
ん
)
か
ら
お
し
め
三
十
五
枚
と
き

り
し
一
庄
、
そ
の
他
十
五
占
を
盟
舟
凶

に
マ
大
台
仰
夫
さ
ん
(
函
館
市
)
か
ら

士
母
ア
キ
さ
ん
の
香
典
返
し
の

一
部
か

ら
六
万
円
を
盟
奔
固
と
先
の
里
ヘ
マ
全

日
本
プ
ロ
レ
ス
協
会
グ
レ
ト
小
鹿
氏

よ
り
三
万
円
を
盟
野
闘
と
光
の
皇
学
園

ヘ
マ
水
野
進
さ
ん
(
商
工
団
地
)
か
ら

病
気
見
舞
い
返
し
の
一
部
三
万
円
を
町

杜
全
市
祉
協
議
会
へ

i
そ
れ
ぞ
れ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
固

が、 7 )j 30日町内|訓告苛礼こよリ人

名用漢字に新し<28宇が追加され

ました.これにより 7月17日以降

生まれた赤ちゃん町名前にこの追

加分の泌守を使つての命名ができ

ることになりました。

追加された人名問j英字

抄梨臨梢悠紗英

佑草地紘杏 7fit 将

F官1那滑苗允冴鮎

要 怜 監 拘 附 阿 草

.昭和52年歌会始のお題 と詠進歌

昭和52年批全始的お凶は「海」

(うみ)と定められました。お姐

は海ですが枇1，)には出向u官立の

ある他の言葉を聞いてもよ〈、ま

た、それらの諸1')1うf主くても、 I障

のw去が詠み込んであればよい。

b詠進要領詠j臥:fkl;、自作の歌

で l人 l首、未発表のもの、用紙

は、半紙 (TUl宇用)に毛舗で自性

すること 。病気又は身障で白書で

きないえ詰合は代筆でよいが その

理由を別紙に添える 。 f!~代 1; 、4'

li¥2つ折りに L、IJHいて右半而に

お岨と歌、左半I師に首所、氏名(ふ

りがな、生年月日且び具体的な版

業 (無職日場合は元町職業)

b詠進の期限本年 9月 1日から

10H 12日までの消印があるも向。

b郵送のあて先 干100東京者 千

代田区千代田 l番 l号宮内同宛

封筒に 「詠進歌」と書き添え 小

さく jlrってM入Lて差L支えない。

れていましたが、本年か均支給対
象年齢を毎年 l哉づっ引き上げ

3"手!日!で18k)(に達するまで支給さ

れるようになりました。

これにより 10)jからは、昭和35

4'-4月2日以降生れの児童(;垣市

町場合、本年 3月に中学を終えた

児意)が支給町対象となります。

なお、これまで手当を受けてい

た方て¥本年 3月児童向義務教育

終了で手当を打ち切句れた方や手

当が減制された方は、 10月中に L
7 一度認定J;~;r<を行っ てくださいε

砂10月か均的手当額ま、児童 l人

的場合=月割17，600円、児童 2人

的場合二月制19，600問、 3人目以

降町1111却額は従来どおり l人当り

400円です。

.沖縄戦 跡地の巡拝者を募集

迫連合法版会てヨは本年度のiljl縄

戦跡巡持を11月19日かり11)j24日

( 5 i白6日)で実施Lます。諸英

軍内泣肢の方で害加する-Ji(士役場

福祉訓tまで申込み〈ださい。所要

経'lYは13万1千円です。

.人名用漢字に28字が追加

これまで生まれた-fどもに名前

をつけるとき、そ札に使用する守

は「古周平品な文'子を用いなけ札

ばならない」と規定さ札ており、

その .ì;~' 用平易な文字とは当用漢字

1，850字、人名用漢字92宇に片仮

名と平仮名に制定されていま Lた

.精神薄弱者巡回療育相談の実施

夜宅町制神薄弱者向制祉増進を

図るため10月 l日(午前 9時~午

桂 5時) 2日(午前 9時一12時)

町民センターで療育相談を聞きま

す。相談には粕神薄弱更生相談所

粕柑晴専門医師による判定も行う

ので対説者向生育IJ!' 現在的生活

状況専をより yム知している保護者

が必ず付添ってくること、生年月

日等を確認できる保険証を持参す

ることとなっています。

-児童扶養手当の支給対象年齢 と

手当額が引き上げられます

児童扶養手当は 父母肉離婚、

記の死亡などによ っ て、 3くがい~

いか、j(に監護きれない児童を養

育している方に支給さ札る手当で

すが、本年10月から支給対象年齢

と手当官1が引き上げりtします。

砂支給対象年齢的引き上げ

これまでは、児童の義務教育料

了(障害のある児童は20歳に達す

るまで)をもって手当が打ち切ら

③現ゆ⑮a

/
古
来
の
文
化
財
を
調
査
、
保
存

今
金
町
文
化
財
保
護
協
会

明細J

歴
史
、
芸
術
民
俗
、
産

業
、
自
然
科
学
な
ど
文
化
財

に
関
す
る
知
織
を
深
め
る
と

と
も
に
、
捌
班
、
研
究
、
保
存
を

悶
ろ
う
と
、
今
年
円
四
月
に
正

を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
ニ
十
人
が

あ
つ
ま
っ
て
今
金
町
文
化
財
保
池

よ
き
教
育
?
?
さ
ん
に

シ
ツ
ケ
は
日
常
生
活
か
ら

意
地
の
悪
い

-H
い
か
た
か
も
知
れ
な

い
が
い
ま
世
間
で
俗
に
い
わ
れ
て
い

る
教
育
7

マ
と
い
う
の
は
身
を
も
っ

て
子
ど
も
の
教
育
に
努
力
す
る
の
で
主

〈
、
た
だ
教
育
的
理
論
?
を
振
り
ま
わ

し
た
り
、
な
ま
半
可
な
知
識
を
品
に
か

け
て
し
ぐ
べ
り
ま
く
る
立
性
の
代
名
詞

と
し
て
と
句
、
え
ら
れ
て
な
ん
と
な
く

軽
べ
つ
を
人
白
ん
だ
茸
昧
に
つ
か
わ
れ
て

い
る
よ
う
主
気
が
し
ま
す
。

マ
教
育
は
生
活
の
中
に
あ
る
の
で
は

教
育
?
?
と
い

7
こ
と
ば
の
，
教
官
。

と
い
つ
も
の
は
、
理
論
で
も
学
問
で
も

な
い
と
思
う
。

(
少
し
舌
足
ら
ず
だ
が
)

少
な
く
と
も
母
親
が
我
が
子
を
よ
く
育

て
る
ぷ
宇
恒
教
育
仰
は
、
世
'
問
や
理
論

に
よ
っ
て
あ
み
だ
す
も
の
で
は
な
く
、

10月の保他日程は、 一次円とおり

です。お気軽にご利用〈だきし、e

'妊産婦相談=8日 後 1時30分

惨一般健康相談=13日後1時30分

惨巡回結核・循環総輸衿=12日、

13目、 14日各地区内指定場所

砂乳児股脱検診=21日 個耳Ij案内

出与ζ

協
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
町
会
で
は
、
ま
ず
町
内
に
残
る

古
い
科
や
絵
な
ど
の
制
査
を
行
い

、

そ
れ
ら
が
い
つ
の
時
代
の
も
の
か
作

者
は
誹
れ
な
円
か
を
確
か
め
る
た
め

毎
月

一
回
例
会
を
聞
い
て
研
究
し
あ

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
(
写
其
)

現
有
す
で
に
有
名
な
舎
や
絵
、
臨

"

剖
が
数
占
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ぽ

イ
一
月
内
文
化
の
日
に
は
、
こ
れ
り

を
一
国
に
集
め
た
展
示
会
を
聞
く
干

定
で
い
る
と
の
こ
と
で
若
い
世
代

に
忘
れ
句
れ
が
ち
な
文
化
財
に
目
的

目
を
当
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
も
見

札

宇
L
、
郷
土
の
歴
史
的
資
料
の
収
集

・

に
役
立
せ
て
い
き
た
い
と
の
ぞ
ん
で

い
ま
す
。

日
市
町
生
活
町
中
か
わ
み
い
だ
す
も
の

で
す
。
こ
う
い
う
観
出
か
句
貝
体
的
立

教
育
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

マ
い
う
ニ
と
を
き
か
な
い
子

す
ぐ
仕
事
を
L
主
い
子

す
こ
し
意
地
わ
る
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
が

「
ど
う
も
う
ち
の
子
は
‘
い
う

こ
と
を
き
か
な
い
。
仕
事
を
い
い
つ
け

て
も
、
ン
リ
が
重
く
て
す
く
や
μ

り
な
い
」

と
い
す
方
に
、
止
の
質
問
を
し
て
み
た

い
。

寸
あ
な
た
は
自
分
で
棋
に
古
っ
て

テ
レ
ヒ
を
見
、

J
り
ょ
っ
と
民
っ
て
き

て
ね
作
な
ん
て
、
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
し
も
し
、
ニ
ヲ
い
つ
こ

と
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
な
句
ば
、
子

と
も
は
寸
は
い
」
と
返
事
を
し
て
、
す

ぐ
や
る
ょ
っ
な
子
に
は
決
し
て
育
た
な

い
で
し
ょ
う
.
自
分
が
組
こ
ろ
ん
で
い

て
子
ど
も
に
仕
事
を
い
い
つ
け
る
の

で
は
、
話
し
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
こ
と
が
ン
ソ
ケ
の
実
際
面
て

き
わ
め
て
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

(
神
丘
小
学
校
長
)

砂乳幼児相談=22日 後 111寺30骨

|10月の休日当番医〉

3日瀬棚町楢崎医院官 3022

10日 今金 町国 保病 院E②0221

11日 北柑山町国保病院E④ 5321

17日 今金 町田 回医 院ft(②0324

24日 北楠山町平医院E④5011

31日 今金町国保病院ft(②0221

( 9 J 



一…一
公
給
領
収
証
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

料
金
円
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
税
金
が
か

か
り
ま
す
.

ま
た
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
で
の
宿
泊
に

つ
い
て
は
、

一
人
一
泊
の
料
金
が
三
千

四
百
円
ま
で
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん

が
、
三
千
凶
百
一
円
以
上
の
と
き
は

一
人

一
泊
に
つ
き
千
五
百
円
を
宿
泊
等

町
税
金
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
対
し
て

一
O
%の
税
金
が
か
か
り
ま
す
.

こ
的
悦
金
は
、
料
金
と
一
緒
に
、
そ

町
出
に
支
払
い
、
広
町
経
世
者
は
毎
月

分
を
ま
と
め
て
望
月
町
末
日
ま
で
に

支
庁
、
税
務
出
張
所
に
申
告
し
て
納
め

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
.

し
た
が
っ
て
柑
界
的
際
に
‘
庖
の
経

世
者
は
こ
の
税
金
を
受
け
取
っ
た
し
る

し
と
し
て
‘
道
が
印
刷
し
た
八
ム
給
領
収

証
や
道
的
承
認
済
私
製
領
収
証
を
み

な
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
い
り
の
領
収
証
を
受
け
取
る
こ
と

は
、
み
な
さ
ん
が
税
金
会
支
払

っ
た
証

拠
に
な
る
ほ
か
、
胞
の
経
営
者
と
し
て

も
税
金
を
受
け
と

っ
た

こ
と
が
明
ら
か

に
主
る
主
ど
‘
料
恩
飲
宜
専
出
刊
日
脱
が

正
し
〈
泣
に
納
的
ら
れ
る
た
め
に

K
〈

こ
と
内
で
き
な
い
も
の
で
す
.

料
金
を
村
却
し
た
と
き
は
必
ず

「公

給
領
収
証
L

を
畳
け
取
り
ま
し
ょ

-1

-
お
め
で
と
う
千
代
桜
聞
が
待
望
の
入
幕

大
相
模
駄
場
所
番
付
で
、
千
代
桜
附
{
本

名
斉
雌
醐
央
さ
ん
抑
正
出
身
)
が
志
願
的

昨
内
に
日
什
進
。
早
速
八
月
三
十
一
日
、

町
民

セ
ン
タ
ー
で
郷
土
問
陸
担
金
町
祝
日
刷
を
受
け

ま
し
た
。
(
写
点
)
初
土
快
か
ら
十
年
ぷ
リ
町

新
入
幕
だ
け
に
本
人
は
も
ち
ろ
ん
両
組
や
町

民
も
大
喜
び
@

枇
場
所
の
櫨
凶
を
祈
ろ

-1
ー

、住民的弱 総

川月に
比べて

人 11 9，545 (ー 13)

リ 4，705(-3) 

1;: 4，840 (-10) 

Ilt 情 2，707(-2) 

(ri月31日現在同)
住民基本台帳人口/

A
V
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

車

川

忠

幸

{也
年

二
男
)
八

笹

即

一

H

M

(

五
郎

二
男
)

金

原

克
行
北
海
道
今
金
町
役
場

東

=広織ー

トヒベyクス

(10) 

-
ギ
ョ
ギ
ョ
/
オ
ン
コ
か
ら
石
仏
発
見

典
樋
川
に
住
む
岡
野
英
雄
さ
ん
が
、

自
宅
内
裏
山
に
あ
っ
た
向
き
十
灯
、
直

径
二
灯
、
樹
齢
千
年
ほ
ど
の
オ
ン
コ
を

切
り
倒
し
た
と
こ
ろ
.
中
か
ら
石
仏
が

出
て
き
て
び

っ
く
り
.
ど
う
し
て
木
町

中
に
は
い

っ
て

い
た
か
と
不
思
議
そ
う

道
開
拓
記
土
館
の
調
査
只
は
隠
れ
一キ
リ

ン
タ
ン
の
遺
物
か
も
知
れ
な
い
と
秋
に

は
本
格
的
に
な
ぞ
を
解
き
た
い
と
い
う
.

八
幡
町

南

町
判

丘

編
集
/
企
四
課
広
報
係

氷
谷

収

l
菊

地

順

子

大

和

町

桜

井

朗

一

t尾
野

京

子

商
工
因

。
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

日

出

勝

栄

五

+

二

歳

高

奨

町

浅

野

ハ

ル

七

十

五

歳

田

代

今

野

政

蔵

八

十

七

歳

花

石

問

中

ナ

ミ

八

十

歳

白

石

4
旧

岩

松

λ
十

三

歳

杭

椋

木

口

か

ね

八

+

最

中

型

三
品

い

と

主

七

十

九

哉

八

幡

町

悶

制

末

吉

六

十

八

歳

入

車

荒

引

チ

ヨ

六

十

九

歳

曜

日

升

(
七
月
分
)

印
刷
/
側
長
門
出
版
社

日

9

剖

佐

久

間

裕

子

(

優

一

二

女

)

本

町

新

居

大

地

(

満

明

長

男

)

昭

和

町

児

玉

英

紀

(

勝

二

世

)

丘
町
日
升

相

沢

千

駄

(

秩

到

長

女

)

八

東

山

本

幸

恵

(

梢

彦

長

女

)

鈴

問

斉

藤

利

光

(利

夫

民

出

)
附

町

斉

藤

大

典

(

忠

行

長

関

)

大

和
町

内
ケ
品
奈
某
(
幸
二
長
立
)
商
工
閲

附

裕

之

(

賢

二

長

明

)

県

口

軒

。
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

雌

村

公

士

l
村

瀬

初

枝

般

剖

茂

在

l
須

藤

緩

子

河

田

茂

E
内
ケ
品
栄
子


